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例
年
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
、
自
転

車
盗
が
急
増
し
、
夏
ま
で
増
加
し
つ
づ
け

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

自
転
車
盗
は
平
成

25
年
中
の
窃
盗
犯
認

知
件
数
の
う
ち
約
23
・

６
％
を
占
め
る
、
最
も

多
い
犯
罪
で
す
。

　

今
年
５
月
末
ま
で

の
安
城
警
察
署
管
内

の
自
転
車
盗
被
害
認

知
件
数
は
179
件
、
そ
の
う
ち
106
件
（
約

60
％
）
の
自
転
車
が
無
施
錠
で
被
害
に
遭

い
、
被
害
場
所
と
し
て
駅
の
駐
輪
場
お
よ

び
店
舗
駐
輪
場
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
盗
難
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
は
、
自
転
車
に
鍵
を
２
つ
以
上
か
け
る

こ
と
が
有
効
で
す
。

・
無
施
錠
は
盗
難
の
リ
ス
ク
が
高
い
！

・�

自
転
車
へ
の
ツ
ー
ロ
ッ
ク
は
防
犯
効
果

が
高
い
！

　

夏
休
み
は
、
青
少
年
が
解
放
感
か
ら
有

害
環
境
な
ど
に
接
す
る
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
県
で
は
「
非
行
の
芽　

は
や
め
に

つ
も
う　

み
な
我
が
子
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
７
月
1
日
～
８
月
31
日
ま
で
「
青
少
年

の
非
行
・
被
害
防
止
に
取
り
組
む
県
民
運

動
（
夏
期
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
が
心
身
と
も
に
明
る
く
健
や
か

に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
家
庭
、
学

校
、
地
域
社
会
で
健
全
育
成
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

　いつもミニバスをご利用いただきあり
がとうございます。
　夏休み期間中（7月19日㈯～8月31
日㈰）、中学生は無料でミニバスを利用
できるようになりました。
　無料で乗車するためには、乗車時に生
徒手帳をバスの運転手へ提示する必要が
ありますのでご持参ください。

▶問合せ　まちづくり課　まちづくり推
進係（☎95-0158）

中学生の皆さんへ
ミニバスからのお知らせ

　市では、E メール機能を使った不審者情報を配信し
てい�ます。
　夏は子どもたちや女性に対する危険が増える時期で
もあります。不審者情報を得ることで、危険を回避し
ましょう。下記登録方法に従って登録を行い�、利用し
てください�。
※ 学校教育課（小・中学校関係）、子ども課（保育園・

児童センター関係）、愛知県警察（パトネット）の
きずなネットと重複する情報を配信することがあり
ます。

※ 不審者情報連絡網は中部電力株式会社の「きずな
ネット」サービスを利用してい�ます。

※ 登録にはパソコンまたは携帯電話のメールアドレス
が必要です。

※登録は無料です。（通信料はかかります。）
※ 配信された不審者情報連絡メールに返信しても、市

役所へは届きません。

▶問合せ　安心安全課　防犯交通係（☎95-0115）

登録方法
①登録用メールアドレスへ空メールを送信します。（※空メール：件名、本文を入力しない�メール）
　以下のい�ずれかの方法で空メールを送信してください�。
・登録用メールアドレスを直接入力　→　m.kizuna@cep.jp
・登録用メールアドレスを QR コードから入力　→　

②返信メールが届きます。
　空メール送信後しばらくすると、登録ページの URL がメールで送られてきます。URL をクリックして登録ペー
ジに進み登録をしてください�。
※登録解除につい�ては、mgstop@cep.jp へ空メールを送信し、返信メールから解除手続きを行ってください�。

不審者情報を配信しています

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に

取
り
組
む
県
民
運
動
（
夏
期
）

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課�

生
涯
学
習
係

（
☎
（83）
１
１
６
５
）

自
転
車
盗
難

多
発
シ
ー
ズ
ン
到
来

安
城
警
察
署（
☎
（76）
０
１
１
０
）
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昭
和
14
年
８
月
２
日
～
昭
和
19
年
７
月

１
日
生
ま
れ
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

は
、
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
を
示
す
高

齢
受
給
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
（
白
色
）
は
７
月
下
旬
に

送
付
し
ま
す
。

　

現
在
の
高
齢
受
給
者
証
（
橙
色
）
は
７

月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
８
月

１
日
以
降
に
医
療
機
関
等
で
診
療
を
受
け

る
と
き
は
、
保
険
証
と
と
も
に
新
し
い
高

齢
受
給
者
証
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
　
　

　

平
成
26
年
７
月
31
日
が
有
効
期
限
と

な
っ
て
い
る
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人

に
、
先
月
更
新
の
ご
案
内
を
し
ま
し
た

が
、
次
に
あ
げ
る
受
給
者
証
を
お
持
ち
の

人
で
ま
だ
更
新
申
請
が
お
済
み
で
な
い
場

合
は
、早
急
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証

・
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証

・
後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

※�

提
出
が
な
い
場
合
は
受
給
者
証
の
更
新

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
福
祉
医
療

　

次
の
福
祉
医
療
の
助
成
を
受
け
て
い
る

人
で
住
所
、
氏
名
等
の
変
更
や
、
保
険
証

の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
必
ず
変
更
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
子
ど
も
医
療
︼

　

中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も

︻
母
子
家
庭
等
医
療
︼

　

母
子
家
庭
ま
た
は
父
子
家
庭
で
、
18
歳

未
満
の
児
童
と
そ
の
父
ま
た
は
母
（
子
ど

も
課
で
遺
児
手
当
て
等
の
手
続
き
が
認
め

ら
れ
た
人
）

︻
後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
︼

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
で
、
次
の

条
件
に
該
当
す
る
人

①�

障
が
い
者
、
戦
傷
病
者
、
精
神
障
害
者

医
療
お
よ
び
母
子
家
庭
医
療
の
要
件
を

満
た
す
人

②�

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
３
か
月
以
上

寝
た
き
り
か
認
知
症
の
人
ま
た
は
ひ
と

り
暮
ら
し
で
、
親
族
の
扶
養
に
入
っ
て

な
い
人

︻
障
害
者
医
療
︼

①�

身
障
手
帳
の
１
～
３
級
、
４
級
の
腎
臓

機
能
障
害
お
よ
び
４
～
６
級
の
進
行
性

筋
萎
縮
症
の
人

②
療
育
手
帳
Ａ
、
Ｂ
判
定
の
人

③
自
閉
症
状
群
と
診
断
さ
れ
た
人

︻
精
神
障
害
者
医
療
︼

①�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
、２
級

を
持
っ
て
い
る
人

②�

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証（
精
神
通
院
）

を
持
っ
て
い
る
人

③�

精
神
病
治
療
の
た
め
の
入
院
に
お
い
て

は
医
療
費
の
２
分
の
１
を
助
成
す
る
制

度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
場
合

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
６
月
８
日
㈰
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
知

立
市
歯
科
医
師
会
、
知
立
市
共
催
に
よ

る
「
第
12
回　
８
０
２
０
表
彰
式
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
今
年
度
80
歳
以
上
で
ご

自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
っ
て
い
る
人
を

達
成
者
と
し
て
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
、
33
人
が
表
彰
さ
れ
、
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
に
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
ど
な

た
も
お
元
気
で
、
歯
の
健
康
は
体
の
健
康

に
も
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。

　
お
話
を
伺
う
と
、
歯
だ
け
で
な
く
全
身

の
健
康
に
気
を
配
ら
れ
、
毎
年
健
診
を
受

け
ら
れ
て
い
た
り
、
毎
日
運
動
を
継
続
さ

れ
て
い
た
り
、
健
康
に
対
す
る
意
識
の
高

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
・
50
音
順
）

○
達
成
賞

相
川
清
、
安
藤
竹
代
、
石
川
縣
、
石
田
香

津
子
、井
藤
洋
、岩
瀨
美
智
子
、岩
堀
曻
、

大
榎
榮
子
、
加
藤
一
美
、
壁
谷
い
と
、
鎌

田
鈴
雄
、
川
口
久
子
、
木
俣
澄
子
、
近
藤

誠
、
齋
藤
八
重
子
、
酒
井
忠
廣
、
柴
田
ら

く
子
、
白
元
栢
子
、
副
田
清
美
、
髙
橋
鈴

子
、
立
尾
チ
ト
子
、
津
田
保
、
鳥
居
千
夜

子
、
野
村
武
勇
、
原
義
輝
、
福
澤
悌
輔
、

福
澤
久
代
、
堀
田
實
、
松
田
美
佐
子
、
宮

川
正
、
弓
場
瑠
美
子
、
和
地
逸
子
、
他
１

人▼
問
合
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
（82）
８
２

１
１
）

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

が
更
新
さ
れ
ま
す

国
保
医
療
課�

国
保
年
金
係

（
☎
（95）
０
１
２
３
）

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
申
請
は
お
済
み
で
す
か

国
保
医
療
課�

医
療
係（
☎
（95）
０
１
５
１
）

８
０
２
０
表
彰
式
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児
童
扶
養
手
当
、
愛
知
県
遺
児
手
当
、

知
立
市
遺
児
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
８
月
１
日
～
31
日
ま
で
に
手
当
の
受

給
資
格
を
更
新
す
る
手
続
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
手
続
を
し
な
い
と
、
８
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず

期
限
内
に
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

更
新
の
手
続
に
は
、
自
宅
の
電
気
、
ガ

ス
、
水
道
料
の
領
収
書
ま
た
は
検
針
票
、

電
話
料
金
の
領
収
書
な
ど
も
必
要
で
す
の

で
あ
ら
か
じ
め
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　

必
要
な
手
続
の
ご
案
内
は
、
７
月
下
旬

に
各
手
当
受
給
者
の
皆
さ
ん
あ
て
送
付
し

ま
す
。

　

老
後
に
受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
を
よ
り

多
い
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
の

た
め
に
、
付
加
年
金
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、定
額
保
険
料（
月
額

１
万
５
千
250
円
）に
付
加
保
険
料（
月
々
400

円
）を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
で
、受
給

す
る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

︻
加
入
で
き
る
人
︼

・
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

・�

任
意
加
入
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
人

を
除
く
）

︻
申
請
に
必
要
な
も
の
︼

　

年
金
手
帳
、
印
鑑

︻
付
加
年
金
額
︼

　

200
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

※�

受
給
開
始
か
ら
２
年
間
で
付
加
保
険
料

相
当
分
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

︻
そ
の
他
︼

・�

付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
込
み
を
し

た
月
分
か
ら
で
す
。

・�

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
人
や
保

険
料
納
付
の
免
除
・
猶
予
を
受
け
て
い
る

人
は
、付
加
年
金
に
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
み　

国
保
医
療
課　

国
保
年
金

係
、
刈
谷
年
金
事
務
所

　

４
月
１
日
か
ら
通
行
料
金
お
よ
び
回
数

券
料
金
を
改
定
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
３

月
31
日
ま
で
手
数
料
無
料
で
払
戻
し
を
各

料
金
事
務
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
お

持
ち
の
旧
回
数
券
（
３
月
31
日
ま
で
に
購

入
さ
れ
た
も
の
）
の
ご
利
用
は
９
月
30
日

ま
で
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
公
社
の
回
数
券
は
割
引
率
が

最
大
で
20
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
通
勤
な

ど
で
当
公
社
の
道
路
を
ご
利
用
い
た
だ
く

際
は
、
ぜ
ひ
お
得
な
回
数
券
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
19
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午（
雨
天
中
止
）

▼
と
こ
ろ　

福
祉
の
里
八
ツ
田
駐

車
場
・
メ
ー
プ
ル
け
や
き
駐
車
場

※�

い
き
が
い
セ
ン
タ
ー
内
「
Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ｏ
ち
ゃ
ん
」
で
も
、
子
ど
も

用
リ
ユ
ー
ス
品
を
販
売
し
ま
す
。

　

リ
ユ
ー
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
は
、
家

庭
の
不
要
品
や
手
作
り
品
な
ど
を
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
形
式
で
販
売
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ま
だ
ま
だ
使
用
で
き

る
も
の
を
安
価
に
購
入
し
て
再
び
使

用
す
る
（
リ
ユ
ー
ス
）
こ
と
で
、
資
源

が
ご
み
と
し
て
処
理
さ
れ
ず
有
効
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
に
［
使
用
済
小
型
家

電
（
対
象
10
品
目
）
回
収
ボ
ッ
ク
ス
］

を
設
置
し
ま
す
。
こ
の
ボ
ッ
ク
ス
は
、

有
用
な
金
属
を
回
収
す
る
た
め
、
市
役

所
ロ
ビ
ー
と
不
燃
物
処
理
場
に
設
置

し
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
入
場
料　

無
料

※�
各
ブ
ー
ス
（
お
店
）
で
品
物
を
購
入

す
る
場
合
は
、
代
金
が
必
要
で
す
。

○
主
な
出
店
品　

衣
料
、
日
用
品
、
食

器
類
、雑
貨
、子
ど
も
用
品
、お
も
ち
ゃ

な
ど

○
使
用
済
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
で

回
収
す
る
対
象
10
品
目

携
帯
電
話
、
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
、

携
帯
ゲ
ー
ム
機
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
電
子
辞
書
、
電
卓
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
カ
ー
ナ
ビ
、
リ
モ
コ
ン
、

Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
等
の
コ
ー
ド
類

※�

携
帯
電
話
な
ど
の
個
人
情
報
は
消
去

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

電
池
類
は
必
ず
取
り
除
い
て
く
だ
さ

い
。（
電
池
類
は「
有
害
ご
み
」で
す
。）

▼
問
合
せ　

環
境
課　

ご
み
減
量
係

（
☎
（95）
０
１
２
６
）

県
道
路
公
社
回
数
券
の
ご
案
内

（
衣
浦
豊
田
道
路
、衣
浦
ト
ン
ネ
ル
等
）

県
道
路
公
社�

業
務
課

（
☎
０
５
２
（961）
１
６
２
１
）

国
民
年
金
の
付
加
年
金
を

ご
存
知
で
す
か

国
保
医
療
課�

国
保
年
金
係

（
☎
（95）
０
１
２
３
）

刈
谷
年
金
事
務
所（
☎
（21）
２
１
５
９
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
手
当
を
受
給

中
の
皆
さ
ん
へ　

更
新
手
続
（
現

況
届
）
を
忘
れ
ず
に

子
ど
も
課�

子
育
て
支
援
係

（
☎
（95）
０
１
２
０
）

リ
ユ
ー
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
！
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ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
て
肝
臓
に
炎
症
が
起
き
、
肝
臓

の
細
胞
が
壊
れ
て
い
く
病
気
で
す
。

　

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
い
て
も
、
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
気
付
か
ず
に
長
期
間
経
過
す
る

と
、
慢
性
肝
炎
や
肝
硬
変
、
肝
臓
が
ん
に

進
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
早
期
発
見
、
適
切
な
治
療
を

受
け
る
こ
と
で
、
病
気
の
進
行
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
今
ま
で
に
一
度
も
検
査

を
受
け
た
こ
と
の
な
い
人
は
、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民
で
過
去
に
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た
こ
と
の
な
い

人
（
検
診
受
診
日
に
知
立
市
に
住
民
登
録

の
あ
る
人
）

▼
内
容　

問
診
・
血
液
検
査

▼
費
用　

無
料

▼
定
員　

午
前
午
後
そ
れ
ぞ
れ
50
人

▼
申
込
み　

半
田
市
医
師
会
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー　

が
ん
検
診
予
約
係
（
☎
０
５
６�

９
（27）
７
８
９
０　

平
日
の
午
前
９
時
～
午

後
５
時
、土
曜
日
の
午
前
９
時
～
正
午
）へ
。

※�

知
立
市
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

医
療
機
関
に
お
い
て
特
定
健
康
診
査
を

受
診
す
る
と
き
に
、
同
時
に
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

介
護
保
険
料
（
65
歳
以
上
）
の
減
免

○
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
減
免
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

①�

災
害
や
著
し
い
収
入
の
減
少
な
ど
特
別

な
事
情
で
保
険
料
を
納
め
る
事
が
困
難

な
人
は
、
損
害
の
程
度
や
前
年
の
総
所

得
金
額
に
よ
り
納
付
額
の
10
分
の
10
～

８
分
の
１
に
相
当
す
る
額
を
減
免
し
ま

す
。

②�

保
険
料
の
第
２
・
第
３
段
階
の
人
で
、

次
の
条
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

は
、
納
付
額
の
４
分
の
１
に
相
当
す
る

額
を
減
免
し
ま
す
。

・�

世
帯
の
前
年
収
入
（
遺
族
年
金
、
障
害

年
金
、
失
業
給
付
、
仕
送
り
等
含
む
）

の
合
計
が
独
居
で
150
万
円
（
世
帯
員
１

人
増
す
ご
と
に
50
万
円
を
加
算
）
以
下

で
あ
る
こ
と

・�

世
帯
の
預
貯
金
の
合
計
が
独
居
で
200
万

円
（
２
人
以
上
の
世
帯
は
250
万
円
）
以

下
で
あ
る
こ
と

・�

世
帯
員
す
べ
て
が
日
常
生
活
に
供
す
る

資
産
以
外
に
活
用
す
る
資
産
を
有
し
な

い
こ
と

・�

市
民
税
課
税
者
の
扶
養
ま
た
は
援
助
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

○
申
請
時
に
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

・�

預
貯
金
等
の
す
べ
て
の
通
帳
（
平
成
25

年
１
月
１
日
か
ら
現
在
ま
で
の
記
帳
の

あ
る
も
の
）

・
印
鑑
（
認
印
で
可
）

・
年
金
収
入
等
の
分
か
る
も
の

・
医
療
保
険
証

 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
の
軽
減

　

介
護
保
険
で
は
、
１
割
の
自
己
負
担
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
が
、
所

得
の
低
い
人
に
は
負
担
を
軽
減
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
担
当
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

「
近
所
で
ゴ
ミ
を
燃
や
し
て
い
て
臭
い

が
す
る
」「
煙
で
布
団
や
洗
濯
物
に
臭
い

が
つ
い
て
し
ま
う
」
等
、
野
外
焼
却
（
野

焼
き
）
に
対
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

庭
先
や
空
き
地
等
で
の
ゴ
ミ
焼
き
は
、

煙
や
悪
臭
が
発
生
し
、
近
隣
に
対
し
大
変

な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
有
害
物
質
の
発
生
、
そ
し
て
火
災
の

原
因
に
も
な
る
た
め
、
原
則
と
し
て
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
に
よ
り
、
違
反
す
る
と
懲
役
５
年
以

下
ま
た
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

□
野
外
焼
却
禁
止
の
例
外

・�

風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を

行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

（
正
月
の
「
門
松
、
し
め
縄
等
」
を
焚

く
行
為
）

・�

農
業
、
林
業
を
営
む
為
に
、
や
む
を
得

ず
行
わ
れ
る
焼
却

※�

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
例
外
に
当
て
は
ま

る
場
合
で
も
、近
隣
住
民
へ
の
配
慮（
焼

却
時
間
、風
向
き
等
）を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

農
作
物
、
あ
ぜ
草
等
の
焼
却
は
害
虫
の

駆
除
に
必
要
な
行
為
で
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

とき ところ

8月11日㈪ 午前 × 保健センター

10月31日㈮
午前 ○

パティオ池鯉鮒
午後 ○

12月22日㈪
午前 ○

保健センター
午後 ○

1月7日㈬ 午前 ○ 保健センター

2月2日㈪ 午前 ○ 保健センター

▶肝炎ウイルス検診　×…定員に達しました。

介
護
保
険
の
減
免
制
度

長
寿
介
護
課 

介
護
保
険
係

（
☎
（95）
０
１
２
２
）

７
月
28
日
は
世
界
肝
炎
デ
ー

生
涯
１
回
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
（82）
８
２
１
１
）

野
焼
き（
野
外
焼
却
）は
原
則
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す　

～
庭
先
で
の

ゴ
ミ
の
焼
却
も
や
め
ま
し
ょ
う
～

環
境
課 

環
境
保
全
係（
☎
（95）
０
１
５
４
）
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市
が
管
理
し
て
い
る
水
道
メ
ー
タ
ー

は
、
耐
用
年
数
の
８
年
を
迎
え
る
と
市
の

負
担
で
取
替
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

取
替
時
に
費
用
を
請
求
し
た
り
、
宅
内

の
水
周
り
の
点
検
を
す
る
こ
と
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
は
、
検
定
満
期
が
平
成
26
年
度

中
に
到
来
す
る
も
の
（
26
・
４
～
27
・
３
）

が
取
替
の
対
象
で
す
。

※�

メ
ー
タ
ー
の
ふ
た
に
検
定
満
期
（
年
・

月
）
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

取
替
対
象
の
人
に
は
市
が
委
託
し
た
業

者
が
直
接
訪
問
し
、
原
則
、
不
在
で
も
そ

http://w
w
w
.m
ikaw

aw
anjouka.jp/

■�

家
族
み
ん
な
で
で
き
る
生
活
排
水
へ
の

ち
ょ
っ
と
し
た
心
づ
か
い

　

三
河
湾
の
汚
れ
の
原
因
は
、
半
分
以
上

が
家
庭
か
ら
の
炊
事･

洗
濯
な
ど
生
活
排

水
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

川
や
海
の
水
質
を
き
れ
い
な
状
態
に
保

つ
に
は
、
各
家
庭
で
調
理
く
ず
や
食
べ
物

の
残
り
を
流
さ
な
い
よ
う
水
切
り
ネ
ッ
ト

を
使
用
す
る
こ
と
や
、
不
要
な
食
品
油
は

流
さ
ず
、
資
源
と
し
て
廃
油
回
収
に
持
ち

込
ん
だ
り
、
固
め
た
り
紙
に
し
み
込
ま
せ

燃
や
す
ご
み
に
し
た
り
と
、
毎
日
の
暮
ら

し
の
中
で
の
心
づ
か
い
が
必
要
で
す
。

　

好
評
に
つ
き
第
２
・
３
回
を
開
催
し
ま

す
。

▼
と
き　

７
月
24
日
㈭
、
８
月
６
日
㈬　

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

自
衛
隊
安
城
地
域
事
務
所

（
安
城
市
三
河
安
城
町
１
丁
目
10
番
地
14�

Ｍ
Ａ
パ
ー
ク
ビ
ル
１
階
）

▼
内
容　

自
衛
隊
の
概
要
説
明
、
平
成
26

年
度
自
衛
官
採
用
試
験
各
募
集
種
目
の
説

明【
午
前
】
種
目
「
防
衛
大
学
校
・
防
衛
医

科
大
学
校
・
航
空
学
生
」

【
午
後
】
種
目
「
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛

官
候
補
生
」

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
８
月
に
京
都
府
福
知
山
花

火
大
会
で
発
生
し
た
火
災
を
受
け
、
衣

浦
東
部
広
域
連
合
火
災
予
防
条
例
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
数
の
人
が
集
合
す
る
催
し
で
対
象

火
気
器
具
等
を
使
用
す
る
場
合
は
、
消

火
器
の
準
備
を
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。対
象
火
気
器
具
等
と
は
、

コ
ン
ロ
、グ
リ
ド
ル
、発
電
機
、ス
ト
ー

ブ
等
で
す
。

　

ま
た
、
多
数
の
人
が
集
合
す
る
催
し

で
、
対
象
火
気
器
具
等
を
使
用
す
る
露

店
等
を
開
設
す
る
場
合
は
、
消
防
署
へ

の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
届

出
先
は
消
防
署
予
防
係
で
す
。

　

限
ら
れ
た
人
の
み
が
集
ま
る
「
個
人

的
な
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
」、「
幼
稚
園

等
で
父
母
が
主
催
す
る
行
事
」、「
子
供

会
行
事
」
お
よ
び
「
町
内
会
・
自
治
会

等
が
主
催
す
る
そ
の
地
域
の
人
を
対
象

と
し
た
行
事
」
等
は
、
消
火
器
の
準
備

お
よ
び
届
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
安
全
の
た
め
に
対
象
火
気
器
具

等
を
使
用
す
る
場
合
は
、
消
火
器
の
準

備
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

知
立
消
防
署
予
防
係
（
☎

（81）
４
１
４
２
）、
衣
浦
東
部
広
域
連
合

消
防
局
予
防
課　

予
防
係
（
☎
（63）
０
１�

３
６
）

　名古屋海上保安部では、海難事故が多発する7月1日～8月
31日にかけて夏季安全推進活動を実施しています。楽しく海
で遊ぶため、次のことに注意して海難事故を防ぎましょう。
○子どもからは目を離さないでください！
○�ボートに乗るときは、大人も子どももラ

イフジャケットを着用しましょう！
○�連絡手段の確保！防水パック等に入れた

携帯電話を持ちましょう！
○海のもしもは118番！
▶問合せ　名古屋海上保安部（☎052-661-1615）

の
場
で
取
替
え
ま
す
。
訪
問
時
に
取
替
が�

で
き
な
い
場
合
は
、
後
日
行
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
取
替
日
の
調
整
は
、
作
業
員
ま

た
は
業
者
へ
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
取

替
は
来
年
３
月
ま
で
市
内
各
地
で
随
時
実

施
し
ま
す
。

※�

メ
ー
タ
ー
周
り
に
車
な
ど
障
害
物
を
置

か
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
今
年
度
取
替
委
託
業
者

・�

偶
数
月
検
針
地
区　

森
島
設
備
管
工
㈱

知
立
支
店
（
☎
（81）
０
０
７
９
）

・�
奇
数
月
検
針
地
区　

㈱
豊
光
設
備
（
☎

（81）
１
１
７
０
）

三
河
湾
浄
化
の
日　

７
月
23
日
㈬

三
河
湾
浄
化
週
間　

７
月
23
日
㈬
～
29
日

㈫
　

三
河
湾
流
域
の
市
町
村
な
ど
で
構
成
す

る
「
三
河
湾
浄
化
推
進
協
議
会
」
で
は
、

皆
さ
ん
に
浄
化
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く

よ
う
、
７
月
の
第
４
水
曜
日
を
「
三
河
湾

浄
化
の
日
」、そ
の
日
か
ら
一
週
間
を
「
三

河
湾
浄
化
週
間
」
と
定
め
、
生
活
排
水
対

策
の
呼
び
か
け
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○
三
河
湾
浄
化
推
進
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替

水
道
課 

料
金
企
画
係（
☎
（95）
０
１
３
２
）

三
河
湾
浄
化
推
進
協
議
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

環
境
課 

環
境
保
全
係（
☎
（95）
０
１
５
４
）

平
成
26
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

説
明
会

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部

安
城
地
域
事
務
所（
☎
（74）
６
８
９
４
）

イ
ベ
ン
ト
等
の
主
催
者
の
皆
さ
ん
へ

～
火
災
予
防
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
～

名古屋海上保安部からのお願い
～海で安全に楽しく遊ぶために～
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市
で
は
、
知
立
駅
北
地
区
市
街
地
再
開

発
組
合
を
設
立
す
る
た
め
、
施
行
地
区
と

な
る
べ
き
区
域
を
７
月
16
日
㈬
付
け
で
公

告
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
区
域
内
に
、
借
地
権
の
登

記
を
し
て
い
な
い
人
は
、
８
月
14
日
㈭
ま

で
に
ま
ち
づ
く
り
課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
関
係
図
書
を
７
月
29
日
㈫
ま
で

ま
ち
づ
く
り
課
で
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
１
日
か
ら
、
草
刈
公
園
内
に
お
け

る
鉄
道
高
架
事
業
の
仮
線
工
事
に
よ
り
、

公
園
施
設
の
一
部
が
利
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。（
図
参
照
）

　

工
事
期
間
中
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
勤
務
日　

月
～
土
曜
日
の
月
13
日
以
内

（
祝
日
の
勤
務
あ
り
）

▼
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４

時▼
勤
務
開
始
日　

９
月
１
日
㈪

▼
定
員　

１
人

▼
賃
金　

時
給
830
円

▼
申
込
み　

７
月
22
日
㈫
～
８
月
１
日
㈮

ま
で
に
履
歴
書
を
本
人
が
直
接
、
刈
谷
知

立
環
境
組
合
（
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時
）
へ
。

賞 氏名 学校名等 学年等 備考
推薦 内藤ほのか 知立小学校 ６年 知立市長賞

特選

磯貝英里 兵庫小学校（愛知郡東郷町） ５年 中日新聞社賞
小島雪矢 安城北部小学校（安城市） ４年 花菖蒲育成会長賞
山口輝樹 知立小学校 ６年 知立市教育長賞
脇田愛彩 衣浦小学校（刈谷市） ４年 知立神社賞

入選
（順不同）

高橋洋亮 知立小学校 ６年 知立市観光協会長賞
平野恭子 平子小学校（名古屋市緑区） ５年 〃
岡田玲奈 知立小学校 ４年 〃
石川立夏 桶狭間小学校（名古屋市緑区） ３年 〃
中野華実 栄小学校（豊明市） ２年 〃
丹羽歩美 栄小学校（豊明市） １年 〃
西本旬甫 神田小学校（大府市） １年 〃
後藤美綺 宝保育園 年長 〃
大嶋純平 鳴子幼稚園（名古屋市緑区） 年長 〃
有留志保 知立保育園 年中 〃

　知立公園花しょうぶ園で開催された「こども写生大会」の入賞者が決まりました。応募総数431点の中から
審査の結果「推薦」の内藤ほのかさんを始め、次の皆さんが入賞されました。

　入賞作品は、7月25日㈮～
8月7日㈭まで、中央公民館1
階ホールで展示します。ぜひ
ご覧ください。

「推薦」 内藤ほのかさんの作品

（敬称略）

▶問合せ　観光協会事務局
（経済課内　内線211・212）

こども写生大会入賞者決定
知立公園花しょうぶまつり

刈
谷
知
立
環
境
組
合

計
量
棟
臨
時
職
員
募
集

刈
谷
知
立
環
境
組
合（
☎
（21）
５
３
８
９
）

知
立
駅
北
地
区
市
街
地
再
開
発
事

業
未
登
記
の
借
地
権
者
の
皆
さ
ん
へ

ま
ち
づ
く
り
課�

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（
☎
（95）
０
１
５
８
）

草
刈
公
園
の
一
部
が

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

県
知
立
建
設
事
務
所�

都
市
施
設
整
備
課

（
☎
（82）
６
４
９
３
）

都
市
開
発
課�

鉄
道
高
架
係

（
☎
（85）
５
８
８
２
）
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